
平成™š年œ月˜˜日 水曜日 (号外第 �号)官 報
２
こ
の
通
知
に
係
る
処
分
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
と

き
は
、
こ
の
通
知
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌

日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
独
立
行
政
法
人
都

市
再
生
機
構
を
被
告
と
し
て
、
処
分
の
取
消
し
の
訴

え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

３
上
記
１
の
審
査
請
求
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、

当
該
審
査
請
求
に
対
す
る
裁
決
が
あ
っ
た
こ
と
を

知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
６
か
月
以
内
に
独

立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
を
被
告
と
し
て
、
処
分

の
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

以
上

懲
戒
の
処
分
公
告

弁
護
士
法
第
6
4条
の
６
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の

と
お
り
公
告
し
ま
す
。

記
１
処
分
を
し
た
弁
護
士
会
和
歌
山
弁
護
士
会

２
処
分
を
受
け
た
弁
護
士

氏
名
楠
見
宗
弘

登
録
番
号

1
5
1
7
8

事
務
所
和
歌
山
県
和
歌
山
市
五
番
丁
1
0五
番
丁

ビ
ル
４
階

楠
見
宗
弘
法
律
事
務
所

３
処
分
の
内
容
除
名

４
処
分
が
効
力
を
生
じ
た
年
月
日

平
成
2
3年
４
月
７
日

平
成

2
3
年
４
月

1
8
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

懲
戒
の
処
分
公
告

弁
護
士
法
第
6
4条
の
６
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
下
記
の

と
お
り
公
告
し
ま
す
。

記
１
処
分
を
し
た
弁
護
士
会
東
京
弁
護
士
会

２
処
分
を
受
け
た
弁
護
士

氏
名
小
林
正
明

登
録
番
号

1
8
1
1
8

事
務
所
東
京
都
港
区
芝
３
`
1
8
`
２

弁
護
士
法
人
武
蔵
総
合
法
律
事
務
所

３
処
分
の
内
容
業
務
停
止
１
年
６
月

４
処
分
が
効
力
を
生
じ
た
年
月
日

平
成
2
3年
４
月
1
2日

平
成

2
3
年
４
月

1
8
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

公
示
送
達

長
野
泰
洋
氏
が
本
会
か
ら
送
達
を
受
け
る
べ
き
下

記
書
類
は
、
本
会
が
保
管
し
て
お
り
、
申
出
が
あ
れ
ば
い

つ
で
も
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
綱
紀
委
員
会
及
び
綱
紀
手

続
に
関
す
る
規
程
第
1
3条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
会

が
こ
の
旨
を
本
会
掲
示
場
に
掲
示
し
た
平
成
2
3年
５
月
1
1

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
1
4日
を
経
過
し
た
と
き
に
下
記

書
類
の
送
達
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

記

日
本
弁
護
士
連
合
会
綱
紀
委
員
会
平
成

2
2年
綱
第

3
7
0

号
異
議
申
出
事
案
の
決
定
通
知
及
び
決
定
書
謄
本

平
成

2
3
年
５
月

1
1
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

弁
護
士
記
章
規
則
（
規
則
第
三
十
五
号
）
中
一
部
改
正
公
告

弁
護
士
記
章
規
則
（
規
則
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
左
の
通
り
改
正
し
た
の
で
公
告
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
十
四
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

弁
護
士
記
章
規
則
（
規
則
第
三
十
五
号
）
中
一
部
改
正

弁
護
士
記
章
規
則
（
規
則
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

第
十
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
毀
損
に
よ
る
弁
護
士
記
章
の
再
交
付
に
関
す
る
費
用

及
び
そ
の
納
付
の
免
除
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
三
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

第
一
項
に
規
定
す
る
修
理
の
申
請
を
し
た
弁
護
士
は
、
修
理
に
要
す
る
費
用
を
所
属
弁
護
士
会
を
通
じ
て
連
合
会

に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
八
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
修
理
に
要
す
る
費
用
の
納
付
の
免
除
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附

則

第
十
三
条
第
三
項
の
改
正
規
定
及
び
同
条
に
二
項
を
加
え
る
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
十
五
日
か
ら
施
行

し
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

公
示
送
達

椿
康
雄
氏
が
本
会
か
ら
送
達
を
受
け
る
べ
き
下

記
書
類
は
、
本
会
が
保
管
し
て
お
り
、
申
出
が
あ
れ
ば
い

つ
で
も
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
懲
戒
委
員
会
及
び
懲
戒
手

続
に
関
す
る
規
程
第
1
2条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、
本
会

が
こ
の
旨
を
本
会
掲
示
場
に
掲
示
し
た
平
成
2
3年
５
月
1
1

日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
1
4日
を
経
過
し
た
と
き
に
下
記

書
類
の
送
達
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
し
ま
す
。

記

日
本
弁
護
士
連
合
会
懲
戒
委
員
会
平
成
2
3年
懲
（
異
）

第
２
号
異
議
申
出
事
案
の
決
定
通
知
書
及
び
決
定
書
謄
本

平
成

2
3
年
５
月

1
1
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

外
国
法
事
務
弁
護
士
記
章
規
則
（
規
則
第
四
十
三
号
）
中
一
部
改
正
公
告

外
国
法
事
務
弁
護
士
記
章
規
則
（
規
則
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
左
の
通
り
改
正
し
た
の
で
公
告
す
る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
十
四
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

外
国
法
事
務
弁
護
士
記
章
規
則
（
規
則
第
四
十
三
号
）
中
一
部
改
正

外
国
法
事
務
弁
護
士
記
章
規
則
（
規
則
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
九
条
第
一
項
中
「
官
報
」
を
「
、
官
報
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
見
出
し
を「（
紛
失
届
の
取
下
げ
）」に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
取
下
げ
る
」
を
「
取
り
下
げ
る
」に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
取
下
げ
ら
れ
た
」
を
「
取
り
下
げ
ら
れ
た
」
に
、「
公
告
費
用
」
を
「
、
公
告
費
用
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
第
一
項
中
「
且
つ
外
国
法
事
務
弁
護
士
名
簿
」
を
「
か
つ
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
名
簿
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
再
交
付
」
の
下
に
「
又
は
修
理
」
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中
「
毀
損
届
の
受
理
後
」
を
「
毀

損
届
及
び
再
交
付
申
請
を
受
理
し
た
と
き
は
」
に
、「
且
つ
外
国
法
事
弁
護
士
名
簿
」
を
「
か
つ
、
外
国
法
事
務
弁
護
士

名
簿
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

第
十
一
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
毀
損
に
よ
る
外
国
法
事
務
弁
護
士
記
章
の
再
交
付

に
関
す
る
費
用
及
び
そ
の
納
付
の
免
除
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
四
条
の
見
出
し
中
「
再
交
付
」
を
「
再
交
付
等
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

４

第
一
項
に
規
定
す
る
修
理
の
申
請
を
し
た
本
人
は
、
修
理
に
要
す
る
費
用
を
所
属
弁
護
士
会
を
通
じ
て
連
合
会
に

納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

第
九
条
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
の
修
理
に
要
す
る
費
用
の
納
付
の
免
除
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

附

則

第
九
条
第
一
項
、
第
十
条
の
見
出
し
並
び
に
同
条
第
一
項
及
び
第
三
項
、
第
十
一
条
第
一
項
並
び
に
第
十
四
条
（
見

出
し
及
び
同
条
に
二
項
を
加
え
る
部
分
を
含
む
。）の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
三
年
四
月
十
五
日
か
ら
施
行
し
、
平
成

二
十
三
年
三
月
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

弁
護
士
等
の
身
分
証
明
書
の
発
行
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
六
十
号
）
中
一
部
改
正
公
告

弁
護
士
等
の
身
分
証
明
書
の
発
行
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
六
十
号
）
の
一
部
を
左
の
通
り
改
正
し
た
の
で
公
告
す

る
。

平
成
二
十
三
年
四
月
十
四
日

日
本
弁
護
士
連
合
会

弁
護
士
等
の
身
分
証
明
書
の
発
行
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
六
十
号
）
中
一
部
改
正

弁
護
士
等
の
身
分
証
明
書
の
発
行
に
関
す
る
規
則
（
規
則
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
条
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
改
め
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
但
し
」
を
「
た
だ
し
」
に
、「
申
立
」
を
「
申
立
て
」
に
改
め
る
。

第
十
七
条
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

た
だ
し
、
震
災
、
風
水
害
、
落
雷
、
火
災
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
災
害
に
よ
り
第
十
条
第
二
号（
法
律
事
務
所
、

外
国
法
事
務
弁
護
士
事
務
所
又
は
沖
縄
弁
護
士
法
律
事
務
所
の
住
所
の
変
更
に
係
る
も
の
に
限
る
。）、
第
三
号
又
は

第
四
号
の
規
定
に
基
づ
く
新
た
な
身
分
証
明
書
の
発
行
の
申
請
を
し
た
場
合
は
、発
行
手
数
料
の
納
付
を
要
し
な
い
。

第
十
七
条
第
二
項
中
「
前
項
の
」
を
「
前
項
本
文
の
規
定
に
よ
り
納
付
さ
れ
た
」
に
改
め
る
。

附

則

第
十
条
、
第
十
三
条
第
一
項
並
び
に
第
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
（
新
設
）
及
び
第
二
項
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二

十
三
年
四
月
十
五
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
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